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文化財の略奪と返還

森本和男

はじめに

対馬の仏像問題

韓国人：日本にある朝鮮半島由来の文化財は、すべて日本人が略奪したとみなしている。

日本人：文化財は、譲渡あるいは交易によって日本にもたらされた

文化財取得に関する両者の見解の相違、ギャップ

略奪と返還の実例

厩函題調

日露戦争（1904～05年）の最中に北朝鮮の威鏡道（ハムギヨンド）臨涙駅（イムミョ

ンエキ）から持ち出す。

後備第二師団庵下の後備歩兵第一七旅団長池田正介少将が見つけ、師団長三好成行中将の

帰国にともない日本へ託された。

熊本県の寺院から下付願いが出されたが､実現せず､靖国神社に放圏されたままとなった。

100年後の2006年3月になって、靖国神社から韓国を経由して北朝鮮へ返還された。

痔ち出しは正当だった瓶

ハーグ条約「陸戦ノ法規慣例二関スル条約」

第一回：1899年署名、1900年批准・発効

条約付属書陸戦ノ法規慣例二関スル規則

第五十六条・・・総テ此等ノ歴史上ノ紀念物技芸及学術上ノ製作物ヲ、故意二押収シ破

壊シ、若ハ殴損スルコトヲ禁ス。犯ス者ハ、之ヲ処分スヘキモノトス

持ち出しに際しての陸軍の弁明：

「建設者の子孫に諮って承諾を得て、今回持って帰ったもの」

国際法上持ち出してはいけないことを前提に、不自然な弁明。



第15項1931年（柳条湖事件）より前に日本人によって持ち去られた文化財の返還と、

すべての文化財の同種のものによる返還は、文化財のための国際法廷によって裁定される‘

国際法廷を設置する計画だった。

極東委員会で紛糾。アメリカ国内での国務省と陸軍省の対立○

マッカーサーSCAPの見解：講和会議の時に文化財問題を解決する。

躍菌：雨天花

朝鮮王室儀軌

文書館の五台山史庫から秘かに持ち出され、総督府から宮内省図書寮に寄贈された。

関係者のメモによると、総督府係官から、「特別処分に係るを以て今後の例とせられざらん

ことを望むとの申し出あり」

今回1回きりの特別措置という異例な手続き

利川五重石塔

総督府から、秘かに大倉集古館に下付された石塔

大倉集古館理事の阪谷芳郎が、景福宮にあった資善堂（1914年に大倉邸に移築、1917年に

大倉集古館設立）に相応する朝鮮の名塔を入手しようと、平壌停車場前にある六角七重塔

を譲り受けたいと1918年に総督府に申し出る。

六角七重塔は周知のものだったので、代わりに利川の石塔を下付する。

常宮神社所蔵の国宝朝鮮鐘

豊臣秀吉の朝鮮出兵の時の戦利品

激戦地だった慶尚南道晋州城から｢朝鮮鐘｣が日本へ運ばれ､秀吉の命により慶長二年(1597

年）に、大谷吉継が常宮神社（福井県）に奉納したという。

晋州で返還運動。

中世戦乱期の戦利品の解釈

文化財をめぐる道義的・倫理的課題

a)植民地から文化財を略奪してはいけない。

b)戦時に文化財を保護する。

日本でも道義的織髄を積み重ねて、日韓両国の認織のギャップを埋めていきたい。
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文化称問題の解決に向けて
























